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「一人ひとりを見て」 
 

宇部市立厚南中学校  ２年  市 薗 悠 央 
 

僕は双子の弟として生まれ、学校や近所で間違えられることが多く、僕にとって

それが当たり前の日常だった。しかし、大きくなるにつれて、「僕は僕なのに、なん

で一括りにされるの？」「僕と兄は違うのにどうして？」と疑問を抱くようになった。

だから、今年の人権作文のテーマを自分にとって一番身近な「双子」のことについ

て書くことにした。 

僕たち双子は、名前を間違えられたり、区別されずに「ゆうはる」と一括りにし

た呼び方をされたりすることがよくある。そうされる度に、存在自体を一括りにさ

れ、自分の存在が忘れられそうで嫌だった。しかし、テストの点や順位は「双子な

のにこっちは順位が上で、こっちは順位が下なんだね」と比べられることもあり、

少し息苦しかった。 

学校生活でも、「双子だから」という理由で一緒になることが多かった。ある日、

班学習で兄と同じ班になった時、「なんでいつも兄と一緒なんだろう？」と心の奥で

モヤモヤした。兄と一緒なのが嫌なわけではない。だけど、「双子」だからという理

由でどうして兄と一緒なのか、そこが気になったからだ。僕と兄は「双子」だから

といってもすべてが同じわけではない。もちろん同じところはあっても、違う人間

なのだから、違うところの方が多い。しかし、周りの人からは「双子」だからすべ

て一緒、息ぴったりの存在と思われ、そのことに何も言い返せないようなもどかし

さがあった。そんなある日、友達から「悠央って優しいよね。」と個別に声をかけら

れた。その時、僕を「双子」としてではなく、一人の人間として見てもらえて、今

までの息苦しさがなくなり、安心や喜びを感じた。そして、「双子」として一括りに

されたり、比べられたりせず、「自分自身として尊重してもいいんだ」と思った。 

僕たち「双子」は、見た目や考えることが似ているからこそ、誰かが「二人の違

う面」に気づいてくれた時の嬉しさや喜びを強く感じられた。例えば、友達と一緒

にゲームをしていたとき、「悠央と春翔（兄）で得意なことが違うから、チームにな

るとすごく強いじゃん！」と友達が目を丸くして言った。その時、自分の個性と兄

の個性を「お互いに尊重し、助け合える関係なんだ」と思い、心の奥がスッと軽く
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なった。 

僕は、この作文を書いている途中で、「双子だからこそ支えられること」の良さと

大切さにも気づいた。今までは「双子」だからといって、兄を支えようなんて思い

もしなかったが、ある日、部活でうまくいかなくて落ち込んでいたとき、兄が、「落

ち込んだって仕方ない。次は上手くいくよ。頑張れ！」と励ましてくれ、練習につ

きあってくれたことがある。そんな存在がいることはとても心強く、そのとき、背

中を押してくれた気がして「双子」の大切さがよくわかった。これは、双子だから

こその特別な絆だと思う。 

こうした経験から、僕は人権や多様性について今まで以上に自分の事として考え

るようになった。人権とは、「すべての人が平等に尊重され、自分らしく生きる権利」

である。 

僕は、「双子」であっても比べずに、一人の人間として、見ることが大切だと思う。

それは、誰もが唯一無二の存在だからだ。僕らのように外見が似ていても、考え方

や感じ方は違うように。先程も述べたが、「双子」だからという理由で一括りにされ

ることに違和感を覚えた。しかし、誰かに気づいてもらうことで、「自分は自分のま

までいいんだ」と思うことができ、個人として尊重される大切さに気がつくことが

できた。これは、双子に限らず、誰にでも言えることだと思う。例えば、外国から

来た人が日本語を上手く話せないからと「きっと何もわからないだろう」と決めつ

けてしまうことは、その人を知るチャンスを逃すことになる。また、障がいがある

人を「できない人」と思い込むことも、その人の努力や可能性を無視してしまうこ

とにつながる。僕が「双子」として感じてきた「見た目や思い込みで一緒にされる

苦しさ」は、形が違っても、たくさんの人が経験していることかもしれない。 

僕は、「双子」としての経験を通して、「自分らしさ」や「個人が尊重されること」

が大切だと考えた。これらは、僕のような「双子」でも一人の人間として見られる

ために、とても重要だと思う。だからこそ、僕はまず自分から相手の個性を尊重で

きる人になりたい。人を外見や第一印象だけで判断せず、一人ひとりの声や考えに

しっかり耳を傾けたい。僕は、誰もが一人ひとり尊重され、「自分らしく」生きられ

る社会になってほしい。そして、僕自身も、兄と見た目がそっくりでも自分らしく

生きていけるように、自分の夢や好きなことを大切にしていきたい。 

【学年は、令和７年度における学年です。】 

 

【 みなみかぜの集い 】（黒石・厚南・西宇部人権学習会） 〈申込不要、無料〉  

■日時   令和８年７月２２日(水) １８：３０～２０：００   

■会場    隣保館厚南会館 ２階 大会議室           

■内容   講演 演題 「厚南で生活する外国出身住民と私」             

   講師 西宇部北在住 日本語ボランティア  中 村 弘 暁 

■お問合せ  隣保館厚南会館  ☎️４１－８１５５  FAX４１－８３０８ 

                    E-mail:konankaikan@city.ube.yamaguchi.jp 


